
 

 
 
【回答】 
○平取ダムは、平成１０年に完成した二風谷ダムとあいまって、洪水調節、流

水の正常な機能の維持、水道用水の供給、発電（二風谷ダムのみ）を目的とし

ています。 
 
・洪水調節 

平成１５年８月洪水は当時の計画を上回る既往最大の洪水となり、沙流川全

川にわたって計画高水位を超え、沙流川流域の日高町、平取町では、家屋や農

地が浸水するなど、地域の社会や経済に甚大な影響を与えるものでした。 

これを受け、北海道開発局では、平成１９年３月に河川整備の計画を変更し、

平成１５年８月洪水と同程度の洪水を安全に流すことを目指しております。 

このうち、平取ダムを建設することにより、洪水の一部を貯め込み沿川河川

の水位を下げ、平取町貫気別地区などにおける洪水被害の防止または軽減、ま

た、二風谷ダムと連携して、平取町本町地区や日高町富川地区などにおける洪

水被害の防止または軽減を図ります。 
 

 
図－１ 洪水調節の概要 

※１：異常洪水時防災操作とは、大きな出水によりダムの洪水調節容量を使い

切る可能性が生じたため、流入量と同じ放流量に移行するため放流量を

増加するダム操作。 
※２：防災操作とは、出水をダムに貯め込んで川の流量を低減するダム操作。 
 
 
 
 
 
 

●平成15年8月洪水（実績） ●平成15年8月洪水と同程度の洪水流量に対する
平取ダムと二風谷ダムによる洪水調節
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平取ダムにより、二風谷
ダムへの流入量を低減

Ｑ１）何故、平取ダムをつくるのか教えてください。 



 

・流水の正常な機能の維持、水道用水の供給 
ダム下流の河川環境の保全や日高町、平取町の将来の必要な給水量等も含め、

ダムから水を補給し、平取地点において概ね１１ｍ３／ｓを確保することにより、

ダム下流の河川環境の保全や安定した水道用水の供給が可能となります。 

沙流川流域の主な渇水被害として、日高町では、平成１９年から平成２０年

にかけて、小雨・小雪等により、水源地の水位が低下し、断水の恐れも出てき

たことから、給水車での給水が行われました。また、町民には節水の協力依頼、

水道使用量の多い温泉施設においては営業時間の短縮などがありました。平取

町では、平成３年２月から３月にかけて、取水井戸の水位が低下したことに伴

い、１８日間の夜間断水を伴う取水制限がありました。 

そのため、日高町、平取町は、水道水の安定供給や渇水期の取水量不足の解

消を望んでいます。 
 
 
 
 

 
図－１ 渇水の新聞記事（日高報知新聞：平成 19 年 7 月 27 日） 

 



 

 
 
 

図－２ 渇水の新聞記事（日高報知新聞：平成 19 年 12 月 29 日） 


